
林
よ
し
い
見
百
歳

林
も
と
い
さ
ん
自
寿

明
治
四
十

一
年
生
ま
れ
で
、
光
寿
会
最

高
齢
林
よ
し
い
さ
ん
の
日
頃
は
、
三
輪
病

院
で
の
車
椅
子
に
よ
る
生
活
で
す
が
十

一

月
三
日
の
満
百
歳
の
誕
生
日
に
は
、
子
ど

も
や
孫
達
の
集
ま

っ
た
自
宅
に

一
時
帰
宅

さ
れ
、
安
念
市
長
の
代
読
に
よ
る
石
井
知

事
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
状
や
記

念
品
、
市
長
自
身
の
祝
状
、
記
念
品
、
花

束
、
市
議
会
議
長
、
市
老
連
副
会
長
、
般

若
自
治
振
興
会
長
、
頼
成
委
員
長
、
光
寿

会
長
か
ら
順
々
に
、
記
念
品
が

「お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
祝
詞
と
共
に
手
渡

さ
れ
、
そ
の
都
度
よ
し
い
さ
ん
か
ら
は

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

「有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い

う
元
気
な
お
礼
の
言
葉

が
、
幾
度
も
繰
り
返
さ

れ
た
。
市
長
が

「私
の
任
期

十
年
中
で
、
あ
な
た
が

十
八
人
目
の
百
歳
祝
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
な

が
ら
、
よ
し
い
さ
ん
の

一肩
に
優
し
く
手
を
添
え

て
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
、
平
成
の
四
代
百
年

を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ

た
人
生
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
あ
と
、
林
茂
之
振
興
会
長
や
林
孝
行
自
治
会
長

が

「お
め
で
と
う
」
と
言
い
な
が
ら
近
寄
ら
れ
る
と

「あ
ん
た
誰
や
っ
た
か
ね
、
良
く
顔
見
せ
ら
れ
」
と
、

近
々
と
顔
を
寄
せ
て
確
か
め
な
が
ら
懐
か
し
が
っ
て
お

ら
れ
た
。

同
日
、
今
年
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
林
も
と
い
さ
ん
に

光
寿
会
よ
り
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
た
。
明
治
四
十
二
年

生
ま
れ
の
も
と
い
さ
ん
は
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髪
で
お

顔
の
色
も
良
く
、
腰
も
曲
げ
ず
に
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
出

て
こ
ら
れ
た
。
林
成
憲
会
長
よ
り
お
祝
状
と
記
念
品
、

開
田
紀
子
副
会
長
よ
り
色
紙
と
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
開

田
副
会
長
の
生
い
立
ち
の
話
や
八
田
嵩
副
会
長
の
川
原

田
圃
で
の
思
い
出
話
に
興
じ
ら
れ
る
も
と
い
さ
ん
を
見

て
い
る
と
、
ま
だ
ま
だ
長
い
人
生
を
送
ら
れ
る
方
だ
と

思

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

（

林

勉

一　
記
）

公
民
館

・
般
老
連

高
齢
者
学
級
共
催
の

第
二
十

一
回
地
域
巡

り
が
、
か
な
り
肌
寒

い
十

一
月
九
日
、
五

十
名
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
庄
川
用
水

事
務
所
の
志
部
谷
知

則
さ
ん
を
講
師
に
、

合
ロ
ダ
ム
、
雄
神
発

電
所
、
弁
財
天
な
ど

を
ま
わ
り
ま
し
た
。

ダ
ム
は
昭
和
十
四
年

に
造
ら
れ
、
県
西
部

約

一
万
三
千
り
に
農

業
用
水
を
供
給
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
次
に
訪
れ
た
雄
神
発
電
所
は
昭
和
四

十
二
年
に
建
設
さ
れ
、
地
下
四
階

一
万
三
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
ア

ワ
ー
の
出
力
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
最
後
に
弁
財
天

へ
行
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
用
水
関
係
者
を
中
心
に
毎

年
七
月
二
十
五
日
に
例
祭
を
行
う
ほ
か
、
三
十
三
年
に

な

論

の

う

た

水
外

ヽ
て
丈
も
ど
の
口
や
基
沈
ふ

よ
仄
来
そ
と
い
●
条

「赫
の
胞
」
よ
り

一
度
ご
開
帳
大
祭
が
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
境
内
に
あ

る
大
株
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
こ
の
辺
り
が
、
庄
川
が
現
在

地
を
流
れ
る
よ
う
に
な
る
前
は
、
左
岸
と
地
続
き
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
十

一
時
頃
公
民
館
祭
り
の
会
場
に
戻
り
、
揚
き
た

て
の
お
餅
を
賞
味
し
た
り
作
品
展
を
鑑
賞
し
た
り
し

て
、
有
意
義
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
三
門
明
外
二
　
記
）

書

（馬
）
と
六
個
の
金
瓢
箪

開
田
勇
さ
ん
の
公
民
館
祭
出
展
作

四
月
に
自
宅
の

裏
庭
で
種
を
蒔

き
丹
誠
込
め
て

育
て
た
瓢
箪
。

乾
燥
、
中
身
の

除
去
、
磨
き
、

着
色
に
長
い
時

間
を
掛
け
て
完

成
さ
れ
ま
し
た
。

六
瓢

Ｔ
び
き
つ
と

読
こ

は
無
病
に
通
じ
、
健
康
長
寿

。
家
内
円
満
を
も
た
ら
す
縁

起
物
だ
そ
う
で
す
。
公
民
館
祭
り
に
書
と
共
に
出
展
さ
れ
ま
し

た
が
、
年
を
重
ね
ら
れ
て
も
い
ろ
ん
な
趣
味
を
持
ち
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感

動
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
　

　

（　
開
田
紀
子
　
記
）

子
年

誨

年

後

日
時
　
十
二
月
十

一
日
　
午
前
十
時

参
加
費
千
五
百
円
　
於
い
か
る
ぎ
館

喜
寿
お
祝
い

。
奇
術

・
余
興
な
ど

多
数
の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

林林林八八寿
田田祝
招

末久絹敏政待
子子子夫夫者

御
様様様様様芳

名
公正坂公善
文  文
名覚東名導

林林林林

明敦貞
子子子薫

様様様様

公善坂川
文
名導東原



延
喜
式
内
林
神
社
の
秋
季
例
大
祭

は
薄
曇
り
の
十

一
月
二
日
午
後
三
時

よ
り
齋
行
さ
れ
ま
し
た
。
神
官
の
祝

詞
、
氏
子
総
代
の
玉
串
奉
箕
な
ど
の

一
連
の
祭
事
が
、
林
さ
ん

機
生思さ
ん

と

、
堀
尾
さ
ん

昇
士心子
さ
ん
と

ら

二
人
の
巫
女
さ
ん
が
奉
仕
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
早
朝
六

時
半
よ
り
頼
成
下
村
獅
子
方
若
連
中

に
よ
る
獅
子
舞
が
ス
タ
ー
ト
、
七
時

に
宮
参
り
を
し
た
あ
と
、
川
原
、
善

導
、
公
文
名
の
順
に
域
内
七
十
八
戸

を
巡
回
。
昼
食
は
善
導
の
林
正
範
さ

ん
宅
、
休
憩
は
公
文
名
の
八
田
浩
資

さ
ん
宅
、
夕
食
は
公
文
名
の
林
義
夫

さ
ん
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
三
年
に

一
度
の
宿
替
え
の

年
に
当
た
り
、
四
日
夜
、
い
か
る
ぎ

館
か
ら
善
導
の
高
畠
尚
志
さ
ん
宅
に

お
宿
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係

者
の
方
々
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
が
、
地
域
の
大
切
な
伝
統
的
民
俗

行
事
で
あ
り
、
今
後
と
も
守
り
続
け

て
頂
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

11月 の浮世亭は席亭の話。「身近な地名を楽し

む」と題して、らんじょ。はんにゃ。となみな

どの地名の由来などを聞きました。となみは古

完成予想図

鳥管曇甚撃i看量1:言妻「i曇繋:L:書:,1
波彎波波波波美良時代には止奈美 囲 1 ■:退   1 1.■ _

と表記したなどと

いう話や、余談と

して尻毛、股毛、

女体入口などという珍地名が現に存在するな

どという話を楽しみました。午後の書写・朗誦の集いは正信偶101行から108行

まで、源信和上について述べられた部分を読経し書写しました。 電
次 国 Iま 12月 20回 性 躍目}です。 第二水曜の 17日 に光寿
会役員会の行事があるため、土曜日に変更しました。ご了承下さい。

10時すぎより、年忘れ爆笑大画面ビデオ「綾 ノJヽ路 き み ま る J
を予定しております。ご来亭をお待ちしてもヽます。

来
年
十
月
業
務
開
始

消

防

の
庄

東
出

張
所

砺
波
広
域
圏
消
防
本
部
の
庄
東
出

張
所
の
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
五

日
庄
東
小
学
校
近
く
の
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

敷
地
は
千
百
四
十
平
方
米

一
部
二

階
建
て
で
、
消
防
車
、
指
令
車
、
救

急
車
各

一
台
が
配
備
さ
れ
る
ほ
か
、

研
修
室
も
備
え
地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
庄
川
右
岸
の
消
防
、
救
急

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

工
事
費
は
約

一
億
円
、
祈
願
祭
の
席
上
、
今
期
限
り
で
引

退
す
る
安
念
鉄
夫
市
長
が

「庄
東
地
区
は
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
出
張
所
建
設
は
十
年
来
の
懸
案
だ

っ
た
。
こ
れ
で
平

等
な
消
防
、
救
急
体
制
に
出
来
る
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た

『直
葬

』

っ
て
知

っ
て
ま
す
か

も
お
お
む
ね
四
十
万
円
程
度
。

あ
る
大
手
の
葬
儀
社
に
よ
れ
ば
、
こ
の
直
葬
が
最
近
急

増
し
、
今
で
は
取
り
扱
い
の
約
四
割
が
直
葬
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
　
　
　
（日
本
経
済
新
聞
十
月
十
七
日
付
け
）

通
夜
、
葬
儀
も
な
く
死
の
床
か
ら
火
葬
場
に
直
送
と
い

う
の
は
、
い
か
に
も
寂
し
い
話
で
す
が
、
こ
れ
も
少
子
高

齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
と
共
に
、
人
と
人
と
の
絆
が
薄
れ
つ

つ
あ
る
現
代
の
世
相
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
場
で
は
野
菜
な
ら
産
地
直
送
だ
が
、
人
間
の
場

合
は
さ
し
ず
め

「散
地
直
葬
」
と
で
も
言
う
べ
き
か
と
い

う
冗
談
も
出
ま
し
た
が
、
家
族
葬
や
遺
骨
の
散
灰
な
ど
も

含
め
て
、
葬
儀
の
在
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る
今
日
、
私

た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
自
ら
の

「送
ら
れ
方
」
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

秋の一泊旅行収支報告

収入 会費  495.
男 16 000*15
=240_

女 15 000*17
=255

助 成 金   63.
合 計   558.

支出 旅行社  536.
林酒店  22.
合計   558.

差引
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